
芋井支所・芋井公民館等
公共施設整備について

①

令和４年９月２９日 部長会議
地域・市民生活部 地域活動支援課
教育委員会事務局 家庭・地域学びの課



施 設 名
建設年
（経過）

構造 床面積
耐震基準
（特記事項）

芋 井 支 所
（ 住 自 協 含 ） Ｓ５３

(44年)

鉄骨造

２階

367㎡
旧耐震基準

（耐震診断未実施）農 村 環 境
改善センター

533㎡

芋井公民館
Ｈ２

(32年)

鉄骨造

２階
636㎡

新耐震基準

（レッドゾーン）

消防団詰所
Ｈ２

(32年)

木造

平屋
62㎡

新耐震基準

（イエローゾーン）

整備対象施設概要 ②



芋井支所
芋井農村環境改善センター

Ｎ

至飯綱

至市街地

土砂災害警戒区域
（地滑り） ※イエロー

位置図

土砂災害特別警戒区域（急傾斜）※レッド
土砂災害警戒区域（地滑り）※イエロー
※Ｈ23.3.17指定

消防団詰所

地滑り
地滑り

芋井公民館

文 芋井小学校

文
旧芋井中学校

③



【芋井公民館】【芋井支所等】

【消防団詰所】

施設写真

⇐芋井公民館北側

横ボーリング（水抜き）

※H26地滑り対策工事

消防団詰所⇒

建物の傾き

※山側に横ボーリング

H24地滑り対策工事

④



【土地】
所有者：ながの農業協同組合
筆 数：５筆
面 積：2,947㎡
【建物】
区分所有
長野市 71.23%
ながの農業協同組合 28.77%

※赤色ラインは参考

農道 芋井92号

りんご共撰所
芋井支所

農村環境
改善センター

支所周辺の現況 ⑤



整備方針決定までの経過

日 付 内 容

Ｓ５３年１月 芋井支所、農村環境改善センター 建設 ※旧耐震基準施設

Ｈ２年３月 芋井公民館 建設、消防団詰所 建設

Ｈ２８年度
芋井地区の公共施設について考える市民ワークショップ 開催
（計４回開催）

Ｈ２８～２９年度
芋井地区公共施設整備検討委員会 設置
（計５回会議開催）

Ｈ２９年７月７日
芋井地区公共施設再配置に関する 第一次提言
（芋井地区公共施設整備検討委員会から長野市へ提言）

Ｈ３０年９月３日
長野市 部長会議
（芋井総合市民センターの整備方針決定）

Ｈ３０年１０月９日
長野市議会 政策説明会
（芋井総合市民センターの整備方針説明）

⑥



整備方針

施設名
提言
内容

現 状

整備方針耐震
基準

土砂
災害

芋井支所 新 設 旧耐震
(診断未実施)

イエロー
（大部分）

現農村環境改善センター
位置に新設

農村環境
改善センター

廃 止 旧耐震
(診断未実施)

イエロー
（一部）

廃止（R５年３月議会にて
条例廃止予定）

芋井公民館
移 転
新 設

新耐震 レッド
現農村環境改善センター
位置に移転新設

消防団詰所
移 転
新 設

新耐震
(地盤沈下)

イエロー
現農村環境改善センター
位置に集約検討

※敷地は、ながの農業協同組合から取得予定

⑦

■整備方針（Ｈ３０年９月３日 部長会議にて決定）



整備方針決定後の経過

日 付 内 容

R１年１０月２８日 複合施設建設予定地 用地測量（境界立会い）実施

R２年６月～８月 複合施設建設予定地 地盤調査実施

R３年２月～３月 複合施設建設予定地 造成概略設計実施

R３年８月１９日
芋井総合市民センター建設準備委員会 設置
（以降、４回会議開催）

⑧

【備考】
消防団詰所について、部長会議では「支所等との集約を検討」する整備方針であったが、
建設予定地の敷地が狭隘なため、「複合施設には含めない」
（建設準備委員会は了承済）



複合施設 建物配置イメージ図 ⑨

駐車場
想定

県道

建物
想定

駐車場
想定

※現況平面図

主な諸室

・支所
・住自協事務室
・公民館
大会議室
研修室
料理実習室

など



複合施設 建物規模 ⑩

■長野市公共施設等総合管理計画
○施設総量縮減➡今後20年間で20％の延床面積の縮減

■複合施設の延床面積

施設名 既存床面積
複合化

対象床面積
説明

芋井支所 108.10㎡ 108.10㎡

農村環境改善センター 533.00㎡ 69.00㎡ 施設廃止➡支所共有使用のみ対象

旧 ながの農業協同組合 258.90㎡ 258.90㎡ 支所・住民自治協議会 使用貸借（無償）

芋井公民館 635.65㎡ 635.65㎡

計 1,535.65㎡ 1,071.65㎡

▲20％減面積 1,228.52㎡ 857.32㎡
760～860㎡を
目安に検討



複合施設 造成（1/2） ⑪

■現状
○農協が約２,５００ｍ3の埋立て（盛土）
を施工した土地
○盛土を抑えるブロック積みによる補強

を実施

ﾌﾞﾛｯｸ積みを
押える擁壁

■造成(案)

〇壁面が直壁にし、使用できる敷地面積
を最大限確保する

参考
直壁タイプ



複合施設 造成（2/2） ⑫

参考
直壁タイプ

外構 平面図（案）

想定駐車台数
４３台＋１台（車いす用）
※駐車台数は目安

駐車場



支所仮設庁舎（案）（1/2） ⑬

旧芋井中学校南校舎を
支所仮設庁舎として活用
（R5～R7年度予定）
・支所
・住民自治協議会

支所仮設庁舎の後利用として、
消防団詰所を設置予定



支所仮設庁舎（案）（2/2） ⑭

２階

１階



事業全体スケジュール（案）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

基本設計 実施設計（造成・建築）

現庁舎解体

建設工事（造成・杭・建築） 総合市民ｾﾝﾀｰ
供用開始

仮設庁舎にて支所業務等実施仮設庁舎整備

用地取得

⑮

消防団詰所整備

既存消防団詰所
公民館解体



総事業費（概算） ⑯

総事業費（概算） ８７０百万円 実施年度

調査委託 （用地測量、地盤調査、土質調査 他） １０百万円 Ｒ１～Ｒ５

用地取得 （ながの農業協同組合 所有） １５百万円
Ｒ４

支所仮設庁舎整備工事 ３７百万円

解体工事 （支所・農村環境改善センター） ６０百万円
Ｒ５

実施設計 （造成・建築） ４０百万円

造成工事 ８０百万円 Ｒ５～Ｒ６

建設工事 （杭・工事監理・意図伝達・建築・電気・機械・外構） ５６９百万円 Ｒ６～Ｒ７

その他 （初度調弁、引越し、産廃処分 他） ２１百万円 Ｒ５／Ｒ８

解体工事 （既存公民館） ２５百万円
Ｒ８

消防団詰所整備工事 （既存詰所解体を含む） １３百万円

【備考１】公民館の複合化に係る経費は、起債（公共施設等適正管理推進事業）充当予定

【備考２】令和４年度実施事業
○当初予算対応➡支所仮設庁舎整備工事（Ｒ５年度から供用開始予定）
○補正予算対応➡用地取得費（12月議会提出予定）


